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  1  ①Retail Banking Research（2007）によれば，2006年の世界のATM＋CDの設置台数は約150万台（CD
が90％）である． 
   ②日立オムロン（2007年５月）によれば，日本の設置台数は約18万台（99％はATM）である． 
  2  シェアード，ポール(1997，p.178)によれば，六大企業集団とは三菱，三井，住友，芙蓉，三和，第
一勧銀の各銀行を中心とする企業集団で，1980年代まで日本の金融業業界を代表した． 
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      出所）日立提供（1991年３月）、電子情報技術産業協会（2007）を基に筆者作成 
   
図１ ATMの単価推移 








   
      出所）電子情報技術産業協会（2007） 















































































  3  銀行の窓口係員向けの専用機械を指す． 
  4  ATMは若干であるが，欧州向けに日本から紙幣取扱機構が輸出され，製品化されている． 














   
      出所）日立提供（1991年３月） 
図３ 日本CD／ATM出荷台数 








   
      出所）電子情報技術産業協会（2007） 
図４ 日本のATM出荷台数 














































   









   







































  6  六大企業集団とATM製造企業の代表的な組み合わせは，第一勧銀－富士通，住友－日電，三井－東
芝，富士－沖電気，三和－日立，であった． 
  7  1980年代日本のATM製造企業は，連続的な技術革新を半ば強いられる環境下で，もの造りに特化し
た組織能力を形成した．詳細については菅原（2008）参照のこと． 
  8  要求があれば韓国からOEM（original equipment manufacturingの略で，相手先ブランドによる生産）に
より調達した． 
  9  近，韓国，中国においても同様の処置がとられるようになった． 






























  10  原因の大半は日本からの部品（紙幣取扱機構）供給が遅れたためであった． 
  11  製造企業は装置の改造，配置換えで混乱した． 
  12  ATM全体のメカニズムの部品点数比で50％を超える． 
  13  1990年代，筆者は沖電気からプリンターを購入するため開発部門，工場を何度か視察した．このと
き，沖電気は開発完了後，地方の工場へ生産を移管した．生産品質が安定するまで設計者が工場に駐在
する方式が採られていた．生産者の大半は女性で，勤続が長く，熟練度も高かった． 






























  14  沖電気の中国工場を視察（2006年９月と11月の２回）したヒョーソン工場長のヒヤリング（2007年５
月22日）に基づいて記述した．2006年ヒョーソンはそれまでの日立に替えて沖電気から紙幣取扱機構を
OEM購入した． 




  16  日本人１人あたり現地作業者50～100人分の給与に相当するため原価高になっている． 

























































  17  詳細は菅原（2007，pp.83-107）を参照のこと． 
  18  ATM企業４社中，FKMは富士通の子会社であるとして除外され，残りの３社＋政府系の企業（鑑別
を担当）の４社が参加した． 
  19  プロジェクトの目標は試作まで，と決められている．製品化における基本的な取り決め，①各社独立
に製品化を行うのか，②１社が生産を行って各社に供給するのか，③製品化の段階で発生する問題はど
うするのか，が未検討であった． 
  20  ヒョーソンの社内報（2003年）によれば，ヒョーソン・グループは本社の下に繊維から情報分野まで
7つのグループを持つ持株会社で，本稿で取り上げたATM企業は，正式名をNautilus HYOSNGという．
2002年ヒョーソンからコンピューター部門を分離して設立された（売上250億円，2002年）． 
  21  Retail Banking Research Ltd（2006）調査による． 







  23  沖電気技師長K氏（韓国LG社，ヒョーソンの技術指導の経験者）は，韓国の製造業が模倣による設計
から抜け出せない 大の原因と指摘した．2007年８月14日 


























   
   出所）ヒョーソン品質月報2007年５月 
   
図７ 韓国ヒョーソンのATM工場内不良率（2006年８月～2007年４月) 
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  注）横軸：年月，棒グラフ：障害率（百万回取引当たりの取引中止率），折れ線グラフ：設置台数の推移を示す． 
  出所）ヒョーソン品質月報2007年５月 
   
図８ 韓国ヒョーソンのATM稼動品質（2006年８月～2007年４月) 








































  26  井上（1996，pp.101-102）によれば，テーラー主義の作業分析・時間分析は戦後フォーディズムのも
とで組立ラインへ適用されたが，労働者の知的能力を引き出すことは，そもそも科学的管理法では前提
とならなかった． 
  27  研究所が参加していないため不良分析の効率が悪い．しかし従来の処置優先に比べて品質向上が期待
できる． 



























  28  『沖テクニカルレビュー』(2006年１月，第205号）によれば，沖電気のコンセプトは，①ハイパフォ
ーマンス，②高信頼，③省スペース，の三つである．②は，腰の弱い紙幣の取り扱いでジャム防止を考
慮している．③は既に設置されているCDの置き換えを狙ったものである． 
  29  1980年代，日本では先行CDと呼ばれ，先にCDを納入し，需要が高まったところで入金機構を増設
し，ATMへ機能アップする方法が盛んに採用された． 
  30  日立オムロンOB会（2007年４月６日，2008年４月４日）でアンケート調査を行った際の中国市場に
関する意見に基づいて作成した． 
  31  富士通フロンテック（2007年の決算資料）によれば，NCR32％，Diebold21％とアメリカ企業が53％
を占める．なお，金融自動機の稼働台数は10万台と韓国を上回った． 
  32  日立オムロンの2007年度の中国へのATM出荷台数（ユニットを含む）は国内を上回り，１万台を超
えた（2008年４月４日）． 
  33  日本企業は 初，ATMの金庫を入金と出金用に分けて，還流機能を止めて納入した． 






























  34  筆者の経験では，中国の銀行は使用の可否に関係なく 新技術を要求する．1990年代，通帳プリンタ
ーの引き合いで筆者が通帳の紙の仕様，使用状態から自動頁めくりは不可能と答えたにも拘らず，銀行
幹部は頁めくり機構付の機器の納入を要求した． 
  35  沖電気によれば，2003年のATM価格は50万元（750万円）とCDの1.5倍程度という． 
  36  ハードウエアからソフトウエア中心に変化したのは，1970年代からの日本製品の輸出攻勢が契機とな
った．特に1990年代初期のIBM社の危機は記憶に新しい．ルイス・ガースナー（2002）によれば，IBM
が再生したのはソフトウエアへの転換によって達成された． 
  37  ドータウズ，マイケル・L他（1990，p.88） 
































  38  菅原（2007，pp.98-100）によれば，ハイエンド機は韓国と日本向けに，ローエンド機をアメリカな
ど海外向けに開発生産している． 
  39  アメリカ市場では低価格（NCR製品に対して約15％安い）戦略が有効で，ある程度の低品質は許さ
れた． 

























































































































   編集者 名古屋市立大学経済学会 
       名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の畑１
 
   印刷所 ㈱正鵠堂 
